
APPROPRIATE  AGRICULTURE  INTERNATIONAL CO., LTD

＜第 90 号＞2015 年 8 月 1 日 

1 

国 際 耕 種 株 式 会 社          

〒194-0013 東京都町田市原町田 1-2-3 アーベイン平本 403 
Tel/Fax： 042-725-6250         E-mail： aai@koushu.co.jp 
Home Page： http://www.koushu.co.jp 

AAINewsAAINews
化成肥料を作らない農業国・スーダン～「アラブのパンかご」の現実 

古くから「アラブのパンかご」と呼ばれてきた国、スー

ダン。農業生産のポテンシャルの高い国、と言われ続

けてきた国。そこは、化成肥料を作らない国でもあっ

た。 

スーダンについて

は、AAINews でも

何回か触れている

が、今回 3 週間ほど

訪問する機会があ

った。スーダンは、

南スーダンが分離

独立した現在でも、

国 土 面 積 188 万

km2（日本の約 5 倍）はアフリカで 3 番目に大きい国で

ある。南スーダン独立後は、石油収入が大きく減少し、

農業がますます重要になってきている。可耕地は約

8,400 万 ha とされているが、このうち定期的に耕作され

ているのは 1,000～1,400 万 ha 程度であり、その多くが

天水農業で、灌漑農地は 200 万 ha 程度である。天水

農業は降水量や降水パターンの影響を受けるために、

生産が不安定で収穫面積や収量の年変動が大きい。

スーダンにおいても、農業生産の中で灌漑農業の役

割は重要であり、実際に灌漑農地は総耕作面積のわ

ずか 5%程度でありながら、全穀物生産量の 1/3 を生産

している。 

一方で、灌漑栽培しているにもかかわらず、作物

収量が低いことがスーダン農業の大きな課題であ

る。たとえば、コムギと綿花についてその収量を隣

国エジプトと比較してみると、明らかな差があり、

スーダンではまだまだ生産性向上の伸びしろが大

きいことがわかる。 

この低収量の主な原因は、燃料・肥料・種子・農薬

等の農業資材の価格が高いためである。それが化成

肥料等の低投入につながり、ひいては低収量を引き起

こすという悪循環に陥っているものと考えられる。スー

ダンは農業国であるが、化成肥料を生産する工場はな

く、すべて輸入に頼っている。近年の肥料価格の高騰

もあって、ますます農民には手の届きにくいものとなっ

ている。 

また資材の投入だけでなく、灌漑農業の改善という

点からもポテンシャルがある。スーダンの灌漑は大きく

分けて、国営、州政府、民間企業及び農民の管理によ

っている。水路のライニングは全くされておらず、圃場

における灌漑方法もほとんどが水盤灌漑であり、まだ

節水の必要性には迫られていない、あるいは農民に節

水の意識があまりないように思われる。これは現時点で

は水は十分にあるということだが、水源の多くをナイル

川という限られた水源に依存しているため、今後食糧

生産を増加させるために、灌漑面積を拡大していく上

では、より効率的な水利用を行うことが必要になってく

る。 

ところで、スーダンは湾岸産油国や中国等の諸国か

ら農地への投資を受け入れて、そこで生産された農産

物を契約国へ輸出している。国家としては、農地と水を

貸して見返りを得ているわけだが、一方でスーダンは

大量の食糧援助を受けたり、コムギの輸入をしている。

スーダンがこうしたゆがんだ形の「パンかご」ではなく、

真の意味での「パンかご」になることを願っている。 

         （2014 年 11 月、湖東） 

 

灌漑を待つタマネギ畑 

重機による灌漑水路の 

メンテナンス

灌漑によるコムギと綿花の収量比較(kg/ha) 
作物 スーダン エジプト 比率 

コムギ 1,736 6,350 27.3 % 
綿花 1,211 2,847 42.5 % 
出典：FAOSAT (2009 年～2013 年の平均値) 

三次水路と圃場の様子

街中でよく見かける 

飲料水用の素焼きポット ナイル川を渡るフェリー 
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インターフェースを考える ＜その６＞ 

つなぐことの意義 

「つなぐこと」と「インターフェース」 

このシリーズでは「インターフェース」という言

葉をキーワードとして考えてきた。これまで、さま

ざまな事例を通して考えてきたように、「インター

フェース」によって異なるものを「つなぐ」ことが

できる。 

ところで、「つなぐ」ことに着目してシリーズを

通して考えてきたが、まず本シリーズで触れたのは

『乖離』についてだった。『乖離』を起こすのは、

お互いに知らないことが一つの原因であり、だから

こそつなぐことや相互理解が必要となり、「インタ

ーフェース」の役割はそこにある。 

そしてそこには「人」がいる 

第 2 回の『農民と研究者をつなぐ』や第 3 回の『異

なる組織間をつなぐ』でも事例紹介してきたように、

「人」と「人」をつなぐことによって関係者間のネ

ットワークが構築され、既存の組織やしくみの動き

が活性化されることがある。 

このように、本シリーズの事例を通して見てきた

ように、つなぐ中心は「人」であり、それらをつな

げた「ネットワーク」を構築して人的なつながりを

密にすることや、お互いに知り合うことで心理的な

「距離」を縮めることが非常に重要であることがわ

かる。 

効果的につなぐためには 

 さらに、インターフェースによって効果的につな

ぐためには、それによって接する両方を知っている

ことが重要である。例えば、農民と研究者の乖離を

防ぐためには、その間に入る普及員が農民と研究者

の橋渡しをして、農民の直面している問題点やニー

ズと、それに対処できるような試験研究とをつなぐ

ことが期待される。また、異なる組織間をつなぐ「接

着剤」としての外国人（日本人）の存在が有効であ

ることも紹介した。 

より良いコミュニケーションのための『想い』 

第 4 回の「人と自然をつなぐインタープリター」

では、メッセージに込められた『想い』を相手にど

う伝えるか、そのために『想い』と聞き手の関心を

どうつなぐかということが重要であった。 

さらに、『想い』の大切さについては、第 5 回の

「人と情報をつなぐ」でも触れたように、情報を伝

える際に伝える先の相手に対する想いや、相手が何

を求めているかということへの想いやりが必要で

ある。 

『触媒』としてのインターフェース 

インターフェースによって、違うものがまじり合

うことや、それらが交流することにも大きな意義が

あり、さらにそこから何か新しいものが生まれる可

能性もある。 

化学の分野では「触媒」という、非常に重要かつ

興味深い役割をするものがある。ある意味では開発

協力とは、人と人とが交わって起こす「化学反応」

に通じる部分があると思うが、そこでは「触媒」と

してのインターフェースの働きが非常に重要であ

るといえるのではないだろうか。 

また、その「化学反応」をより良いものにするた

めには、「触媒」（インターフェース）がその置かれ

た状況によって的確な判断ができることも必要で

あり、さらに将来にわたって「化学反応」の質を高

めていくためには、「触媒」自身が成長していくこ

とも求められる。 

 

事例 インターフェースとしての役割 注目すべき点や今後の課題 

普及員～ 
農民と研究者をつなぐ 

 

現場農家のニーズや問題点と試験研究機関

（研究者）をつなぐ。 
・普及と試験研究機関の人的なつながりを密にする。 
・コミュニケーション・スキルや農民との信頼関係。 
・普及ニーズ及び普及員の役割の変化にも留意する。 

日本人（第 3 者）～ 
異なる組織間をつなぐ 

 

複数の異なる機関や部署の人たちと一つの

プロジェクトを実施する際、日本人が『接

着剤』となってつなぐ。 

・お互いに知り合うことや、一緒に活動を実施する機会 
を増やすことが「距離」を縮めるために有効。 

・関連する各組織の役割分担や組織としての機能強化。 
インタープリター～ 
人と自然をつなぐ 

環境教育プログラム等において、インター

プリテーションによって人と自然をつな

ぐ。 

・単に知識のみの伝達ではなく、メッセージを伝える。 
・メッセージをより伝わりやすくするために、スキルや 
 道具立てが必要。 

メディア媒体～ 
人と情報をつなぐ 

 

ニュースレター・ブローシャー等の広報媒

体やデータベース等によって、さまざまな

情報と人をつなぐ。 

・伝える情報の内容と伝え方（加工法や見せ方）が重要。

・情報を伝える相手先の理解度や、求めていることに対 
する思いやりが必要。 
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スーダンかっさら随想録 ＜その６＞ 

素焼きのジャバナ 木陰のカフェで一杯 

おいしいコーヒーのある生活

スーダン東部カッサラの町はコーヒーでいろどら

れている。コーヒー原産国エチオピアにほどちかく、

スーダンのなかではハルツーム以上にコーヒーが飲

まれており、町のいたるところでお香とともにコーヒ

ーをそそぐ光景がみられる。町の各所には簡素ないで

たちのカフェがちらばっており、あちらこちらから笑

い声がひびきわたる。 

コーヒーを淹れる独特のひょうたん型の素焼き容

器はジャバナとよばれ、お気にいりのコーヒーセット

一式でコーヒーが客人にふるまわれる。うちわによる

炭火おこしからゆっくりとはじまり、深煎り豆をひい

たストロングコーヒーにはショウガがたっぷりはい

る。黒コショウ、チョウジ、カルダモン、シナモンな

どの香辛料もお好みでくわえられ、辛みを中和するか

のように砂糖がふんだんにつかわれる。はじめはショ

ウガなどの辛み成分の刺激にとまどうが、飲みつける

につけ、はいらないものたりなさを感じだす。 

カッサラにはコーヒー木の生産はないため、生豆は

エチオピアや南スーダンから輸入されている。オフィ

スへの出勤前に木陰のカフェにたちよると、仲間があ

つまってきてなんとはなく早朝の情報交換がはじま

る。食堂で朝食をすませたのちにはちょっと場所をか

えて、さらにくつろぎの一杯がまっている。あつい午

後のフィールド作業を終えて休憩で村にたちよると、

いつしか村人たちのコーヒーがはいりお猪口がまわ

される。 

観光地の岩山の麓には色あざやかなカフェがたち

ならび、ガッシュ川に水が流れるころには季節の風物

詩ともいえる涼みのカフェテラスがにぎわいをみせ

る。ようやく 1 日の暑さがやわらぎほっと一息つく夕

方の時間帯には、仕事の手をやすめてハデンダワ族の

守衛のおじさんのコーヒーによばれてこよう。いつも

のようにフィルターがわりにドームヤシ葉の繊維が

ジャバナ口につめられ、しわの寡黙な手でコーヒーセ

レモニーがとりしきられる。おかわりをつがれるまま

にゆったり時間がながれ、いそがしい業務のあいまに

ほんらいの「とき」をおもいださせてくれる。 

インターネットの設備があり、空調のきいた日本の

カフェで本を片手に飲むコーヒーもいいけれど、紐編

みの組み椅子に腰をおろし、ゆっくりおしゃべりしな

がらジャバナですごすひとときは至福の時間である。

スーダン・カッサラに再度出張する機会がおとずれた

なら、なにはともあれ、市内のカフェめぐりといこう

か。 

サムライたちのコーヒー ガッシュ川のほとりで 

観光地のジャバナ 乳香をたく 

野立てコーヒーの風情 深煎りの豆 

おもてなしのセレモニー 香辛料を好みにおうじてブ

レンドする 
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ミニシリーズ 

ネパール帰国研修員活動視察報告 ＜その２＞ 

本邦研修で習得した栽培知識技術の現地活用 

本シリーズでは 2014 年 12 月に「小農支援のための

野菜栽培技術とマーケティング手法」コースの業務の一

環として実施した、ネパール帰国研修員の活動視察に

ついて報告している。今回は第 2 報として、本邦研修で

習得した知識技術の現地での活用事例をまとめた。 

本邦研修で習得した野菜栽培知識技術の現地活用 

帰国研修員が最も多く認めた有用技術はトマトの雨

よけ（施設）栽培であった。今回の視察では実際に帰国

研修員が農家に対し、トマトの雨よけ栽培を指導してい

る場面を視察することができたが、トマトの茎径の変化

や開花果房と成長点との距離から生育診断をする様子

は研修で学んだことそのままであり、現場で活用されて

いるのを見てうれしく思った。 
現 在 ネ パ ー

ル で は ト マ ト の

雨よけ栽培は広

く普及しており、

研 修 で 学 ぶ 施

設トマト栽培は

す ぐ に 適 用 可

能な知識・技術

と な っ て い る 。

一方、前の世代

の帰国研修員にとっては少し違う見解があった。彼らが

受講した当時は芯止まりトマトの露地放任栽培が主流

で、施設トマト栽培はすぐには活用できる技術ではなか

った。しかし、2004 年ころから急速にトマトの雨よけ・整

枝誘引栽培が広まると、その栽培法を知る普及員として、

頼られる存在になったとのことである。 
交配種トマトの採種技術についても同様であり、かつ

てはネパールで適用できる技術ではなかったが、近年

交配種が育種開発されたことに伴い、農家に交配種の

採種指導ができる人材が求められて来ている。 
これらの事例から、現地で有用とされる技術

には大きく二つあることがわかる。ひとつは「今

すぐに現地に適用できる技術」であり、もうひと

つは「将来に役立つ技術」である。研修ではこ

れらを考慮したカリキュラムを組んでいるが、そ

れが適当であったと考える。 
今後は、高価な交配種種子の普及に伴い、

効率的な育苗技術や、雨よけトマト栽培の連

作障害である線虫被害の対策としての接ぎ木

技術などが有用となるのではないかとの意見

が帰国研修員から挙げられた。 

野菜以外の作物への応用事例 

本邦研修で学んだ経験を他の作物に活用している

事例も確認できた。2012 年の帰国研修員はカルダモン

苗の栽培に関わっているが、カルダモンは初期生育が

遅く、雑草との競合に弱く、また土壌の乾燥・高温にも

弱いという特徴から、黒マルチ栽培の適応を思い立った

のは研修での野菜のマルチ栽培の経験があったからと

のことであった。 
植物生理に基づく栽培技術の適用は野菜栽培の

みならず、すべての作物生産に共通する考え方であ

る。彼はよくその点を理解し、新たな苗作り技術の

開発に取り組んでいた。 

その他の普及活動 

栽培現場から離れた管理業務に就いている研修員

にとっては、本邦研修で学んだ野菜栽培技術を活用す

る機会に制限がある。しかしながら、農家に対する講習

会等で日本での栽培事例を紹介し、また研修で実施し

た栽培実験を機関誌に執筆するなど、様々な場面で研

修成果を活用していることが分かった。  
帰国研修員とのグループ討議の中で、ときおり本邦

研修の課題として挙げられる「栽培環境の違い」につい

て、意見を求めた。その結果「そもそも知識や技術は適

用する環境に合わせて、応用することが大切であり、そ

れらを実践するのは我々、技術者の役目」との意見が

多勢を占めた。 
研修で学んだ知識・技術を現地で活用するためには、

研修時から、異なる環境に適用させることを前提に、基

礎知識をベースに応用力を育むことが重要である、と

我々は考えているが、今回、上記のような意見が帰国研

修員から得られたことは、我々の研修方針がよく伝わっ

ていたものと考えられる。 

トマトの生育診断をする 

帰国研修員（左） 

・ ビートに対するマルチ試験の設定

・ カルダモン苗生産への黒マルチの適用

・カルダモン苗生産の生育診断・病害虫診断

・ 農家に対する香辛料作物・果樹栽培研修

　　に野菜栽培のトピックを付加 (3)
・本邦研修で実施した実験を機関誌に執筆

・ トマトの雨よけ（施設）栽培技術指導 (6)
        整枝誘引、生育診断、病害虫診断技術

・ 野菜採種技術指導
        交配種トマト採種技術 (5)、タマネギ採種技術 (3)、
        キュウリ採種技術

・ バレイショ栽培技術 (3)
        種芋消毒技術、無病種芋増殖、栽植密度・肥料試験

・ 接ぎ木技術紹介 (3)
・ セル苗育苗試験実施 (2)                                    など多数

本邦研修で習得した栽培知識技術の現地活用事例

注）調査対象は帰国研修員10名、カッコ内は事例数

野菜以外の作物への栽培技術分野での活用事例

その他の普及活動

野菜栽培技術分野での活用事例


